
草加の住宅街に畑を構える「chavipelto（チャヴィペルト）」

は、江戸時代から続く農家の5代目・中山拓郎さんが、若い

スタッフと運営する有機JAS認証の都市型ファームです。先

代までは市場出荷を行っていましたが、味より物量で価格

が決まる仕組みに違和感を覚え、「誰のためにつくるのか」を大切にする

農業へと歩みを重ねてきました。チャヴィペルトで提供する野菜や惣菜

は、日々の食卓を支える存在として地域の人々に親しまれています。その

取り組みは都心へも。季節の節目には、シェフをはじめ様々な業態の人た

ちが畑を訪れ、旬の野菜と向き合いながら本来の味わいを生かした料理

が生まれるなど、その出会いが新たな販路へと繋がっていきます。新鮮で

旬のものを、使う人や食べる人の顔を思い浮かべながら届けられること。

その距離感こそが、都市の中で育まれてきた農業のかたちです。
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創造性や高い付加価値を追求する都市型産業を実践する中で、市外の方々にもその価値を認められ、
関係性を育んでいる2つの事業者を紹介します。

あなたのビジョンが、草加のビジョンに。

草加市 自治文化部 産業振興課 リノベーションまちづくり推進係
048-922-0839（直通）／ sangyosinko@city.soka.saitama.jp SOKA 
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草加にある「ecoma coffee」は、2018 年に生まれた
スペシャルティコーヒーの専門店。丁寧に焙煎した一
杯とともに、地域のこどもたちの登校を見守ったり、
地域の日常にそっと寄り添ってきました。2024 年には

押上・業平の「ことまちベース」に 2 号店「THE MORNING 
FOLKS OSHIAGE」をオープン。Chavi Pelto さんをはじめ、草加
で育んできた生産者やつくり手とのつながりを大切に、周囲の “ い
いもの ” から発想したメニューを届けています。草加と押上、二つ
のまちを結ぶこの挑戦。現在は草加の魅力を押上へ届けていますが、
今後は押上で生まれた出会いや価値を草加へ持ち帰り、沿線にや
さしい循環を広げながら、地域に愛され、一日を気持ちよく始めら
れる場所を目指しています。
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そうかリノベーションまちづくりに関わるプレイヤーの新たな展開

リノベーションまちづくりに関心がある方、何かやってみたい方は下記にご連絡ください

ご連絡窓口

2025 年度　そうかリノベーションまちづくり報告書

そうかリノベー
ションまちづくり
構想の検討

■ 2015
家守会社初主催
のマーケットを開
催

■ 2017
リノベーションス
クール対象案件2
案件の事業化

■ 2019
谷塚駅周辺エリアで初
のリノベーションス
クール開催、リノベー
ションスクール対象案
件｜案件の事業化

■ 2021
リノベーションスクー
ル対象案件1案件の事
業化、企業版リノベー
ションスクール@そう
か開催

■ 2023
家守育成プロ
ジェクトの開始

■ 2025

草加市では、2015年度から「そうかリノベーションまちづくり」を推進して
きました。 約10年の活動の中でリノベーションスクールを中心に、志のあ
る市民がまちなかに実在する遊休不動産や様々な地域資源を活用して新
しい暮らしの価値を育み、複合的に地域経営課題の解決にも繋がる事業
やプロジェクトを創出してきました。
そして2024年度のリノベーションスクールでは、「そうかミライ会議」と称
し、そうかリノベーションまちづくりに関わる市民等が主体となり、そうか
リノベーションまちづくりの次の展開について検討がされました。そうかミ
ライ会議の中では、地域で活動する個人や企業等とさらにつながりを広
げていきたいという考えが示され、行動としてのプロジェクトも提案され、
実際に動き始めました。
　今年度（2025年度）は、それらの想いを踏まえながら次なるステージと
して家守育成プロジェクトを開催しています。これまで、そうかリノベーションまちづくりでは、まちに想いを持つ、たくさんの人材を発掘してきました。
そうした方々も含めてエリアの大小は問わず、自分の想いのあるエリアで革新的な変化を起こせる人材を育て、その活動に共感する方々がつながりを
持ち、多様な都市型産業が誕生することにより、そうかのまちの多くのエリアで「楽しい日常」「豊かな日常」が実現されていくことを目指しています。
最後にリノベーションまちづくりの特徴にもある民間主導、行政支援の言葉のとおり、そうかリノベーションまちづくりに関わる民間の方々が望む「欲
しい暮らし」をそうかリノベーションまちづくりのビジョンにしていきたいと思います。

あなたのビジョンが、    草加のビジョンに。

各社のビジョン

THE NEXT DECADE AHEAD

「草加駅東口周辺
にぎわい創出基本
計画」策定に向けた
庁内調整会議設置

■ 2014

そうかリノベーションまちづくりのあゆみ

挑戦の積み重ねが景色を変える - 草加が目指す次の10 年とは -

「草加駅東口周
辺にぎわい創出
調査」の実施

■ 2013

第１回リノベー
ションスクール
@そうかから第1
号案件オープン

■ 2016
リノベーションス
クール対象案件6
案件の事業化

■ 2018
草加初の都市再
生推進法人指定、
新たに谷塚駅周
辺にも事業を展開

■ 2020
マーケットの学校
inそうか、企業版
リノベーションス
クール啓発講演
会開催

■ 2022
リノベーションス
クール対象案件1案
件の事業化、そう
かミライ会議開催

■ 2024

構想策定を皮切りにそ
うかのリノベーション
まちづくりがスタート！

2016～2019 年度の４年間
旧日光街道周辺をモデル
エリアにエリアの価値を
高めるパイロットプロジェ
クトが 9 件実現！

2020年度には 
谷塚エリアにも展開

2024年度からは培った人的ネット
ワークを土台に民間主導でのまち
づくりをさらに推進する体制に

空間資源、産業・文化・歴史資源、
人的資源を活用し、複合的に地
域経営課題の解決を図ると同時
に、ニーズに合ったまちのコンテ
ンツ（都市型産業）を創出します。

それらのコンテンツによって、新
しい暮らし方（ライフスタイル）
や新しい働き方（ワークスタイル）
を生み出し、地域経済の活性化
を図ります。

これらのコンテンツが機能するこ
とによって、ベッドタウンにおける
新しい都市型コミュニティが形成
され、地域に暮らす一人ひとりの
生活環境に合った、それぞれの快
適な暮らしのスタイルを創造して
いきます。

地域へ想いを持った
民間事業者たちが一斉に動き出している

＃職場も好きなもので囲まれる  ＃ジャンルを越境した仕事  ＃チャレンジしたくなる環境がある  ＃職住近接

＃顔が見える人から買う  ＃学生時代にもまちで思い出ができる  ＃自然を感じる心のゆとりがある  ＃好きを突き詰められる場所がある
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都市型コミュニティの形成

快適な暮らしのスタイル

都市型産業

新しい暮らし方

新しい働き方

例：短時間労働、ワークシェアリング、
多業（マルチワーク）等

消費
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都市型コミュニティの形成

公共空間活用×
インキュベーション

不動産相続×
地域包括ケア

ものづくり工房×
コミュニティ

不動産×
学生支援

まちの小さな開発×
顔の見える生活圏を育む

職住近接の
新しい働き方の提案

人をつなぐ設計事務所 ×
チャレンジしたくなる場作り

公園活用×
生活圏でのリフレッシュ

お気に入りの飲食店と
サウナのある職場
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マーケット×
新旧住民の新たな関係性

経
済
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民間主導の
草加のビジョン

： 草加市 自治文化部 産業振興課 
： （株）リノベリング
： パンダ合同会社
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